
 

５
月
14
日
、
か
に
池
公
園
を

会
場
に
、｢

市
民
の
力
で
戦
争
法

廃
止
！｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

「
市
民
連
合
・
上
越
５･

14
大

集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
わ
や
か
な
天
候
の
下
、
市

内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
集
ま

り
、
「
野
党
統
一
の
力
で
、
参

院
選
で
野
党
統
一
候
補
森
ゆ
う

こ
さ
ん
の
必
勝
を
勝
ち
と
っ

て
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
必
ず

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
」
と
誓
い

合
い
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
主
催
者
代
表
の

馬
場
秀
幸
弁
護
士
が
「
森
ゆ
う
こ

さ
ん
を
統
一
候
補
と
し
て
迎
え
る

こ
と
が
で
き
感
無
量
だ
。
こ
こ
ま

で
来
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
、

必
ず
勝
利
し
よ
う
」
と
訴
え
た
ほ

か
、
社
民
党
県
連
の
小
山
代
表
、

民
進
党
６
区
支
部
の
梅
谷
代
表
、

日
本
共
産
党
の
上
野
上
越
地
区
委

員
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
共
闘
に
力
を

尽
く
し
て
、
森
ゆ
う
こ
さ
ん
を
国

会
に
送
る
た
め
、
全
力
を
つ
く
す

決
意
を
の
べ
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
上
野
委
員
長
は
、

「
共
闘
が
前
進
し
、
現
段
階
で
は

定
数
１
の
選
挙
区
が
32
あ
る
な

か
で
25
選
挙
区
で
統
一
が
実
現

し
た
。
歴
史
上
初
め
て
の
た
た
か

い
が
発
展
し
て
き
て
い
る
。
私
た

ち
は
市
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
先
頭
に
な
っ
て
た
た
か
い
ぬ

く
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。  

 

大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
森

ゆ
う
こ
予
定
候
補(

写

真)

は
、
「
こ
こ
新
潟

で
も
、
県
政
史
上
初
め

て
６
党
や
連
合
新
潟
な

ど
が
統
一
し
た
。
安
倍

総
理
は
こ
の
国
の
主
権

者
が
誰
か
を
忘
れ
て
い

る
。
主

権

者

は

国

民

だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
日

本
が
危
な
い
、
子
ど
も

た
ち
が
危
な
い
。
何
と

し
て
も
勝
利
す
る
た
め

に
力
を
尽
く
す
」
と
決

意
を
の
べ
ま
し
た
。 

 上越市議会は、選挙後初の臨時議会を18日に行い、議

長に内山米六氏、副議長に宮崎政國氏を選出したほか、

各委員会の構成などを決めました。(詳報後日) 

 特別委員会では、これまでの｢新幹線・並行在来線等対

策特別委員会｣が、より広い視野で市民の交通政策を調査

研究しようと、｢交通政策調査対策特別委員会｣に改編さ

れました。 

 議長選挙のあとで行われた各委員会では、互選によっ

て正副委員長が選出され、日本共産党議員団からは、文

教経済常任委員会の副委員長に上野議員が、人口減少問

題調査対策特別委員会の委員長に平良木議員がそれぞれ

選出されました。 

 
 
 

Ｎｏ．５０１ ２０１６年５月２２日  
 

連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
絡 橋本 正幸 080-1980-9855 (三和区鴨井) 
先 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
  平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

  委員長 副委員長 
日本共産党議員 

団の所属委員 

総務常任委員会 武藤正信 栗田英明 橋爪法一 

厚生常任委員会 草間敏幸 櫻庭節子 平良木哲也 

建設企業常任委員会 波多野一夫 大島洋一 橋本正幸 

文教経済常任委員会 滝沢一成 上野公悦 上野公悦 

議会運営委員会 江口修一 近藤彰治 上野公悦 

交通政策調査対策特別委員会 永島義雄 池田尚江 橋本正幸 

災害対策特別委員会 小林和孝 橋本洋一 橋爪法一 

行政改革調査対策特別委員会 瀧澤逸男 丸山章 上野公悦 

人口減少問題調査対策特別委員会 平良木哲也 田中聡 平良木哲也 

広報広聴特別委員会 杉田勝典 石田裕一 平良木哲也 


